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1.は じめに
　シルバーマン(1970「 教室の危機」サイマル
出版pp.129)は 「教室の危機」において次の
ように述べ ている。「今 日のような変化の早い
時代においては本当に実用的な教育 というもの
は存在 しない。今,必 要なものは 「学習の仕方」
を教えることであ り,問 題解決のための 「知的
な訓練」をほどこすことである。さらに,も と
もと教育は 「単に生計を立てていける人間をつ
くること」だけではな く,「創造力のある,人
間らしい,そ して感受性に富んだ生活 を送れる
人間の育成」を図るべ きである。」と述べている。
　彼は,教 育の目的を端的に 「自分 自身を教育
しうる人間を育てること」あるいは 「自分 自身
を教える能力」 としている。この概念 は 「自分
で学ぼうと努めること」であ り学ぶに値する課
題を掘 り当ててい く意欲 と能力であ り,何 が学
ぶに値するかを判断する能力」を意味する。 シ
ルバーマンによれば,こ れこそ 「人生をよりよ
く意味深 く生 きようとする」ための基本的な能
力なのである。」 と述べている。これはまさに
現指導要領にある 「生 きる力」に通 じるもので
ある。
　生きる力 とは1996年(平 成8年),第15期 中
央教育審議会は 「21世紀を展望 した我が国の教
育の在 り方」の第一次答申の中で青少年の生き
る力 を育むことが重要であるとの答申を行った。
生きる力は社会がいかに変化 しても変わらない
必要な能力で,こ れからの変化の激 しい社会で
生 きる子どもたちに身につけさせたい力である
と説明されている。
　具体的には次の3点 に集約されている。
1.「主体的能動的な学びの力」
　 自分で課題 を見つけ,自 ら考え,自 ら問題を
解決していく資質や能力。あふれる情報の中か
ら自分に必要な情報を選択 し,主 体的に自分の
考えを築 き上げていく力。
2.「 豊な人間性」
　美 しいものや自然に感動する心 といった柔 ら
かい感性成。よい行いに感銘 し,間 違 った行い
を憎む といった正義感や公正さを重んじる心,
生命を大切 にし,人 権 を尊重する心などの基本
的な倫理観。他人を思いやる心や優 しさ,相 手
の立場になって考えた り,共 感することのでき
る温かい心,ボ ランティアなどの社会貢献の精
神。
3、 「基礎的なエネルギー」
　た くましく生 きるための健康や体力。
　 この ような力が融合 し,一 つの人格 として形
成 されたところが子 どもの教育の方向性を示 し
ているものである。
　一方,総 合的な学習の時間のねらい として現
学習指導要領解説 ・総則に次のように述べ られ
ている。
　 「総合的な学習の時間においては,次 のよう
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なねらいをもって指導を行 うものとする。
　(1)自 ら課題を見つけ,自 ら学び,自 ら考え,
　　主体的に判断 し,よ りよく問題を解決する
　　資質や能力を育てること。
　(2)学 び方や ものの考え方を身に付け,問 題
　　の解決や探求活動に主体的,創 造的に取 り
　　組む態度 を育て,自 己の生 き方を考 えるこ
　　 とができるようにすること。
　 まさに,こ の総合的な学習の時間は 「生きる
力」 を培うことが 目標 とされている ことがわか
る。
　 しかし,現 実にはその目標に沿った学習がす
べての学校で行われていたわけではなかった現
実が明 らかになってきている。
　朝日新聞(2005年3月15日)に は,こ のよう
な記事が掲載されていた。子 どもを持つ保護者
へのアンケー ト結果 より
　 ・ゆとりの見直 し78%賛 成
　 ・学校5日 制62%反 対
　 ・総合的学習の時間を減 らし,主 要科 目を増
　　やす51%賛 成
　 ・ゆ とり教育の目的である生きる力の育成を
　　学校に期待する66%
　 ・理念には賛成 という意向
　つま り,「総合的な学習の時間」については
教育現場において学習活動の温度差があ り,有
効に活用 されていないという指摘である。
　 また,「 総合的な学習の時間」が各学校 の主
体的な取 り組み とされ,そ の内容に関しても各
学校の主体性に任 されていることか ら,教 員に
とって扱いにくい教科 とされている。
　 ここで原点に立ち返 り,は た して総合的な学
習の時間は生 きる力 をつけることができる可能
性 を持っているのだろうかと問い直 してみたい
と考えた。また,ど のような力をつ けることが
可能なのかについても検討 したい と考えた。
皿.生 きるカの検証
　そこで,よ り客観的に,総 合的な学習の時間
の生 きる力 をはかる概念 を検証するため,IRK
尺度(後 述)・ 形成的評価 により客観的に子 ど
もたちが培 った力 について検証を行 った。2)
その結果,
・体験的学習が意欲・関心を喚起すること
・同 じく体験的学習が学び方に結びついていく
　こと
　以上2点 について,総 合的な学習の時間に培
うことが出来るであろうとい う結果 を得た。
　 しか し,次 年度より移行措置に入 る新学習指
導要領において総合的学習の時間は減少の方向
にある。 より教材を精選して体験学習を生かす
方向で検討を加えるべ きであると考 える。
　一方,学 校教育法第4章,第31条 「…体験的
活動の充実に努めるものとする。」 とある通 り,
体験的学習は各教科においても学習可能である。
　特に,体 育はその学習 目標 として,高 橋は中
学生対象の学習者による授業評価の実証的研究
において,次 のように述べている。『体育の教科
内容 として 「情意領域」「運動技能領域」「認識
領域」「社会的行動領域」がある。』(高橋,1989,
11-14)
　その 「社会的行動領域」は,人 間関係の学習
と言い換 えることが出来る。具体的にはスポー
ツのルールやマナー,エ チ ィケットといった社
会的スキルや人間関係スキルなどの社会的行動
様式 といわれるものである。
　 また,ス ポーツをする上での共同学習の仕方,
組織運営能力なども挙げることがで きる。
　 よって,体 育科は総合的な学習の時間と比較
して,生 きる力を培う学習領域であると考える
ことが出来る。そこで,以 下に述べるIKR尺 度
を用いて,体 験的学習の前後の比較,体 育学習
前後の比較を行い生きる力の変化について検討
を加 えたいと考えた。
(1)形 成的評価(資 料3)
　子 どもの自己評価を各時間終了時に形成的評
価 を実施 した。これは体育の形成的評価 を基に
して項目を総合的学習の時間に合わせて再構成
したものである。
(2)生 きる力測定尺度(IKR尺 度)(資 料4)
　 ・社会的心理的能力
　 ・徳育的能力
　 ・身体的能力
　上記の3要 因(14項 目)に よって生きる力を
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客観的に評価する尺度である。その内容につい
ては次のように述べ られている。
　 「橘直隆ら(筑 波大学Cら は,よ り具体的で
現実的な指標(こ とば)と して生きる力をとら
え,そ れらの構成概念を明 らかにし,プ ログラ
ムや指導法の効果分析や評価研究に活用できる
評価質問紙 を開発 した。(日 本野外活動教育学
会 ・野外教育研究　第4巻 題2号 「生 きる力を
構成する指標」2001年3月)多 くの学校教育者
と野外教育者か ら 「生きる力を表す具体的で現
実的な言葉」 を収集し,項 目を精選 ・整理 し,
因子分析 ・クラスター分析 を行った。
　その結果,生 きる力は 「非依存」「積極性」
「明朗性」「交友 ・協調」「現実肯定」「視野 ・判
断」「適応行動」の7つ の要因からなる 『社会
的心理能力』,「自己規制」「自然への関心」「ま
じめ勤勉」「思いや り」の4つ の要因か らなる
『徳育的能力』,「日常的行動力」「身体的耐性」
「野外技術 ・生活」の3つ の要因か らなる 『身
体 的能力』の3つ の能力 として と らえる ことが
で き,生 きる力の測 定尺度 「IKR(lkiruchikara)
評 定用紙 」が 完成 した。」
　大 阪 キ ャ ンプ協 会研究紀要 「キ ャンプは生 き
る力 を育むのか」(2006)3pp.6
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表1　 生きる力因子分析・クラスター分析結果
時間
授業 内容
1
学習の進め方を知る
試しのゲーム
2 3　1415 6
チーム練習
30n3の ゲ ーム 　 　 タスクゲー ム 30n3の ゲー ム
7
30n3チ ーム対抗の大
　　 会をする
表2　 学習指導計画
　この評価 を用いて体育学習により,生 きる力
を培 うことがで きるのか,総 合的な学習の時間
(体験的学習)と 比較検討することを目的とした。
皿.研 究の方法
1.期 日 ・対象
　観察対象 とした授業 は,大 阪府　 Y小 学校
(以下Y小 学校 とする)で 行われた2006年 度5
年生(男 子17名 ・女子12名 　計29名)を 対象に
2月 か ら3月 にかけて行われた授業を対象 とし
たものである。
2.教 材 につ いて
　 3オ ン3の バ スケ ッ トボール を主教 材 と した。
コー トはバ スケ ッ トコー トの半面 を使 っ た。 プ
レーヤー は3人 。随時,チ ームの作戦 に応 じて
メ ンバーチ ェ ンジを行 ってゲー ムを進 めた。
3.単 元計画について
　指導時間は全7時 間として計画 した。前半2
時間,後 半2時 間は3オ ン3の バスケットボー
ル。中の3時 間はタスクゲームを行った。また,
ゲームの途中で作戦タイムを随時 とり,動 きの
確認 ・反省を学習者ができる機会を設けた。
1)授 業の分析 について
①データーの収集
　学習の成果 を各授業終了後,形 成的評価によ
り判断することにした。 また,授 業で感 じとっ
た 「楽 しさ」 については記述を求め,ど の よう
な楽 しさを体験 したかについてデーターの収集
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を行った。
②学習者のよる授業評価
　 1)各 授業終了後に授業成果を知るため,各
　　授業終了後に,学 習者に高橋 ら(1994)が
　　 開発 した形成的評価への回答を求め,そ の
　　結果 を長谷川ら(1995)が 開発 した診断基
　　準を用いて5段 階評価を行った。
　 2)単 元学習前後に高橋 ら(1994)が 開発 し
　　 た体育の診断的評価 ・総括的評価への回答
　　 を求め,ボ ールゲームにおける体育の学力
　　 の向上が どのように現れたかについて分析
　　 を行った。
4.授 業過程
①学習指導計画(表2)参 照
② グループ分けについて
　前述のタスクゲームと同じく,「小学校陸上
運動(短 距離走)の 授業における集団の学びの
要因に関する一考察」(京都女子大学研究紀要 ・
2007)の 研究により,集 団の凝集性 のポイン ト
はリーダー性のある子 どもを集団の中に位置づ
けるこ とであるとの研究成果によ り,6人 の
リーダーを選んでグループ分けを行った。
5.各 尺度の検討
①形成的評価(表3)
　単元当初,初 めてのバスケットボールの学習
で進め方,ル ールの解釈等に時間がかか り,教
材に対する意欲を喚起できなかった ことが想像
される。
　 しかし,タ スクゲームの導入の3時 間目を除
いてタスクゲームは受け入れ られ,5時 間目に
は得点が向上 している。
　さらに,1時 と7時 の形成的評価 をt検 定に
おいて比較検討 を行った。成果 と総合の項目に
おいて5%水 準の有意差が認め られた。これは
できたとい う実感を学習者が感 じとれた結果で
あろう。
　感想の中にもボール運動の苦手な子が 「動 き
がわかって楽 しかった」 とい う感想が見 られた
ことか らもわかる。
②診断的評価 と総括的評価
　 また,診 断的評価 と総括的評価 においては共
に高い得点が得られた。この学級 は体育におい
ては高い意識が当初から見 られたことが分かる。
さらにその比較をみると得点はすべての項 目に
おいて向上 している。この ことか らもタスク
ゲームを用いたボールゲームの学習計画は,意
義のあるものであったことが分かる。
　 また,他 の項目について も平均値がから見る
と得点は向上している事が分かる。さらに形成
的評価基準 も徐々に向上 している。
?? ????????????????????? ????
表3　 形成的評価
???????
成果
意欲関心
学び方
協力
総合
1時
平均
2.148148
2.722222
2.240741
2.240741
2.378601
標準偏差
　　 0.82
0.558326
0.718414
0.630718
0.740283
7時
平均
2.72619
2.913793
2.827586
2.87931
2.875
標 準偏 差
　 0.556255
　 :/・.'
0.460057
0.418437
α460057
t値
2.39377
0.0117658
1.35214
0.0001775
2.43513
有意差
　 　 5%
ns
ns
ns
5R
表4
　表4は5年 生の体育学習における授業前 ・後　　点が高 く,授 業後においても高得点を示してい
における体育の 自己評価である。授業前よ り得　　る。よって,こ のクラスはとして,ま とまって
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お り研究の対象として適切であると考えられる。
　表4は 成果 と総合評価が有意になってお り,
向上 したことを示 している。他の項 目について
も有意な差は見られないが得点は高い値を示 し
ている。この形成的評価から判断 しても体育の
目標である 「運動技術の学習」 ・ 「認識的 ・反
省的学習」「社会学習に関する学習」「情意に関
わる学習」など満遍なく学習できるクラス集団
であることがわかる。
　表5はIRK尺 度の比較である。
　心理的社会的能力 ・徳育的能力 ・身体的能力
の3項 目共体育の授業評価が高い得点を示 して
いる。体験的学習の項 目が多いIRK尺 度である
が身体的能力を除いても体育学習は子 ども達同
士の関わりが多 く,よ い体育学習が成立する学
習集団においては生 きる力を培 うために十分な
教材,学 習の場,学 習の目標を持ち合わせてい
ることが分かる。
IKR尺 度
心理的社会的能力
徳育的能力
身体的能力
事前
2.357635468
2.481034483
2.308045977
体育最終
2.524137931
2.617241379
2.427586207
t値
4.49557E-12
1.37073E-07
.000905287
事後
2.460098522
2.572413793
2.372413793
t値
6.29989E-05
IIIS　 '.
0.055932664
表5
6.総 合的な学習の時間(体 験学習)
①期 日 ・対象
　観察対象 とした授業 は,大 阪府　Y小 学校
(以下Y小 学校 とす る)で 行われた2006年 度5
年生(男 子ユ7名・女子12名 　計29名)を 対象に
7月 に行われた体験学習(林 間学舎)授 業 を対
象 としたものである。
②体験学習(林 問学舎)の 内容
　資料①参照
7.学 習の過程
　大阪北部　能勢野外活動センターにおいて5.
6年 合同で実施 されたものである。(5年29名 ・
6年20名 　合計49名)
　 シーカヤック ・アチェリー ・キャンプファイ
ヤー ・炊飯 と協力 して行う活動が多 く取 り入れ
られてお り,低 学年 より仲もよく,少 人数のた
めまとまりがあ り,順 調 にプログラムを消化 し
てい くことが出来た。 また,カ ウンセラーも協
力 して自主的に活動できるよう支援 をしていた
だき,子 ども達は生 き生きと活動 していた。
8.lRK尺 度による検討
　各領域(心 理的社会的能力 ・徳育的能力 ・身
体的能力)と も検定の結果,有 意差が認められ
た。本来,野 外活動に適 した尺度であ り,項 目
もその活動 に応 じて構成されているため,子 ど
も達にとって回答 しやすいものになっている。
　また,最 終日の3日 目の朝,子 ども達に回答
を求めた。充実 した活動を楽 しんだ余韻が残っ
たまま,回 答 しているため高得点を得ることが
できたと思われる。
N.考 察
　IRK尺 度については,3領 域 にわたって体育
科がすべての領域について総合的な学習の時間
を上回った得点を示 している。
　 もう少し,内 容について詳 しく見てみること
にする。
　心理的社会的能力については 「視野 ・判断」
の領域が体育では2.351か ら2.57と大 きく得点を
伸ばしている。「現実肯定」の得点2.6か ら2.73
と得点差が大きい。ボールゲームの中で他の仲
間 とかかわ り,作 戦やゲームでの関わ りなど
チームが勝つ という目的に向かって自分が有効
であったという実感があると思われる。
　徳育的能力についてみると 「思いや り」が体
育では2.44か ら2.61と 有意な差がある。上記と
同じく仲間との関わ りが大 きく作用 しているこ
とが読み取れる。 この 「思いや り」については
野外活動も2.62と 差が認められる。仲間との関
わりの中で 「思いや り」が育っていることがわ
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かる。
　身体的能力 においては体育では身体的耐性が
2.33か ら2.54と 差がみ られる。外面的な刺激に
対 して耐性が身について くるのではないか と予
想される。運動に対 して集中することで他の身
体への刺激には関心が向いていかないのではな
いかと予想 される。
　このような点により体育は 「生 きる力」 を培
うための十分な教育内容 を包含 していることを
一定示すことができたと考える。体育の授業が
成立することはそれまでの集団つ くり,人 間関
係の深 まりなど様々な学校教育活動 での陶冶が
必要である。体育の 目的として第一義に掲げる
目標ではないが,体 育を通して高めることがで
きるものであることがわかる。
　ただし,こ こで取 り上げた野外活動体験 は寝
食をともにした全生活を通しての活動であるが,
短期間のため十分に効果が現れない と考えられ
る。学校生活で培 った色々な学力 を発揮 し,昇
華させる絶好の機会として野外活動体験,自 然
体験の場 を生かすことが必要になってくると思
われる。
　新学習指導要領にも自然体験は掲 げられてい
るが教育現場では削減の方向に向かっている。
生きる力 を培 う重要な教育の場 としての位置づ
けが望 まれる。
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資料① 2005年 度 5.6年 度 　キ ャ ン ププ ログ ラム NO1
1日 目
時 刻
12二 〇〇
12:45
13:00
13:45
14:00
15:00
15:30
16:00
i11
19:30
21:30
22:00
22:30
プ ログ ラム
職 員集 合
児 童 集 合
出発(1便)
児 童 集 合
出発(2便)
入所式
ロツ ジで
荷物 整 理
生 活 班 で 散 策
ファイヤ ーの練 習
タ食
キ ャ ン プフ ァ
入浴
反省会
消 灯 ・就寝
場所
学校
東 と きわ台
1丁 目公園
1丁 目公園
食事棟前
各 ロツ ジ
炊事場
管理棟
活動内容
備品 を積 む
人数 確 認 ・健 康観 察
〈班長 〉　　 (担 任)
出発 の あ い さつ
人数 確 認 ・健 康観 察
く班長 〉　　 (担 任)
出発 の あ い さつ
班 ご とに 整列 〈班 長〉
司会
1.は じめ の言 葉
2.キ ャ ンプ長 の話
3.先 生 の 紹介
4.実 行 委 員会 の 紹介
5.目 標 の 確認
6.日 程 の 説 明一諸 注意
7.お わ りの言 葉
?ー?〉?????ーー
各就 寝 班 での 荷 物整 理 ・寝 具確 認
キ ャ ン プ場の 様 子 を知 る
1フ ァ イ ヤ ー 場
管理棟
管理棟
各 ロ ツジ
一 日の 反 省 ・健 康観 察 〈班 長 〉
2日 目
時刻葡
7:00
　 1/
9二〇〇
11:00
12:00
13:30
17:00
　 11
19:30
21:00
22:00
22:30
23:00
プログラム
床 づ 面
朝の集 い
　 食
矛 リエ ンテー リング
休憩
昼食
カヤ ッ ク
夕食準備
タ食
天体観測 ??????????????
場所
管鍾棟前
喜繍 前
キ ャ ンプ 場 周 り
理　前
池
炊事場
管理棟
管理棟
管理棟
各ロッジ
管理棟
活動内容
各 自、 トイ レ ・荷物 な ど身 の 回 りの整 理
班 ご と に 整 列 〈班 長 〉
司 会
1.朝 の あ い さ つ
2.健 康 観 察
3.キ ャ ン プ 長 の 話
4.体 操
5.日 程 の 説 明
6.日 程 の 説 明 一諸 注 意
7,終 わ り の あ い さ つ
(校 長)
〈実行 委 員〉
〈　 　 〉
地 図 を見 て ポ イ ン トを探 して歩 く。3分 おき にで4
食 堂 で食 べ る
日程 の説 明
グル ー プ ご とに分 か れて 乗 る
体 操 服 で乗 る
準 備 と 配 給 水 筒 ・軍 手 ・新 聞 紙 ・ フ キ ン
マ キ(　 　 　 )備 品(　 　 )お 茶(　 　 )食 材(　 　 )
出来 上 が った班 か ら食べ る
就 寝 班 ごと
一 日の 反省 ・健 康 観 察 〈班長 〉 1
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3日 目
時刻 プログラム 騎
6二30起床 ・洗面
7二〇〇
7二30
朝の集い
シーツの返却
醐
隙
　 11鞭 舗
8:30清掃 各ロツジ
9:00閉所式 翻
9:30センター出
10:00鰍 東ときわ台
1丁 目公園
活動内容
各自、 トイレ・荷物など身の回りの整理
班ごとに整列K班長〉
醗
1.朝 のあいさつ
2.健 康観察
3.キャンプ長の話
4体 操
5.日程の説明
6.日程の説明一諸注意
7.終わりのあいさつ
枚数など確認
????
清掃 ・こみ をあつめて持って帰る
班ごとに整　1ゆ隈
醗
1.は じめの言葉
2.キ ャンプ長の話
3.実行委員の感想、
5.諸 連絡
7.おわりの言葉
(校長)
〈実行委員〉
阪急バスに乗車
どんぐり公園で解散
2
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資料②
置KR澱窪劉胴畦　質国国1目ユびそOΩ力・措欄膠
????????
1,非 存
2ぶ
3.明
4.交 友 ・
5,現実
6.野 ・
7.　 行動
i,4　　 ことは、いやとはっきり言兄る。
1丘小さな失敗をおそれない。
29.薪しい物事に、すぐに儀れることができない。c#)
43.さまざまなことを、実際に体験している。
研.　 な　 がで る
11、　　 きに、　　を考えられる。
25.自分の力で、問題を解決しようとする,
39,未来への夢と希望はあまりもっていない。(勾
田L色 な々ことに興味がある,
67,自　からbんで　　で や
5.養にで 藷しかけることができる。
19,小さな事で、くよくよする、(*》
33.いっも笑顔で過ごしているv
47,失敗しても、立ち直るのが早い。
61.　　たい　が　たくさんある
7.　ルー 　　うまく、ま　めることがで　る。
2L大 人や年上の人と、うまく付き合える,
35,多くの人に好かれている,
囎,禍 とうまく付き合えない。
,と で　 　くで る
9.　 ありがとう」　 、めんなさい1が うまく営え　い。(零)
23,生 きてて良かったと思っている。
37,畿にでも、あいさつができる。
51.今の自分は、幸せだと思う,
65、　　のこ.とが　　　である
3,　　の　　　　　　を見っけることができる。
17.わからないことは自分で翼ぺる。
31.先を見通して、白分で計面が立てられる。
45.さまざまな情藏から、必妻なものを選べる。
59.　　のいいところ　　い　ころ　よく知　t.い　宰
8.人の をき ん くことができる。
22そ の婚にふさわしい行動ができる。
36,雛み書きが、しっかりできる。
50.自分のできることは自分でやる。
斑　 　がない　傘
?? ? ????
??? ??
&　 己
9,自1へ の燭心
1嫁 じめ鋤
U,、 い り
12,日常 鋤
13. 磁
14,野外獺 生
14、人の悪口をよく言う,(傘
28,自分の欝手な、わがままを言わない。
舩 身の回りの片付けや、掃除歩できる.
56.お金やモノのむだ遭いをしない。
70.　　立って　　おさえることがで　る
6.　や　　　どの　しい　のに、　　 できる、
ZO.生き絢を、とても大切にする。
48.季節の変化を感じることができる.
34.草花の世話はあまり好きではない。(零》
62自 の の 　　,　 ある
12.していいこと、してはいけZい ことの判断ができる,
26,専¥やがらずに、よく働く。
40,きまウやルールを守ることができる。
5生他人にはあまり親切でない。(#)
68,自 に 　て た は しっかりと
2,人のしめに　かをして　　るの　　き鴇
16、相手の立場になって考えることができるtl
30.自分と達う意見や考えを、受け入れることができる,
44.伯人の失敗を許す事ができない。(#)
5&　 の心の　 がわか
13.　屋の ではなく、　　 ぷのカ}きで る。
27,からだを島かしても、賓れにくい,
覗.とても大きな声を出すことができる.
55、早寝早起きである。
69,　ぺ物の　　　いが　い　串
4　　にかかり　　い,(の　　　　一
to少 しくらい血が出ても平気である.
32,暑さや寒さに、負けない,
46、長い距離を歩くことができる,
60.とて 　い ガ して 　 で る
10.　　 　 め れるe
24.色々 な動物や虫を、手で触ることができない。(事)
38,ナイフなどの刃物を上手に使える,
52.蔭い林の中の道を、ひとりで歩くこと炉できる.
66,　 がな て　 　 　 で
ω・逆転囎
3
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資料③
野外活動におけるIKR尺度集約
時間
項目蘇
積極性
明朗性
交友・協調
現実肯定
視野・判断
適応行動
自己規制
自然への関心
まじめ勤勉
思いやり
日常行動力
身体的耐性
野外技能・生1
1時
平 均
2.428571
2.664286
2.521429
2.085714
2.728571
2.492857
　 　 2.6
2.514286
2.457143
2.971429
2.378571
2.285714
2.528571
2.364286
標 準 偏 差
0.794111
0.60487
0.760337
0.832258
0.58362
0.760605
0.663325
0.741482
0.822639
2.515503
0.797029
0.864256
0.77867
0.821242
10時
平 均
2.471429
2.714286
2.507143
2.228571
2.714286
2.628571
　 　 2.7
　 　 2.55
2.514286
2.971429
2.671429
2.285714
2.592857
2.471429
標 準 偏 差
0.769442
0.564241
0.779161
0.980837
0.576761
0.669145
0.762515
0.730215
0.806099
0.505278
0.566226
0.872482
　 0.8936
0.814536
t値
0.2791
α1899
0.4254
0.0339
0.387
0.0194
1　1　 :'
0.301
0.1803
0.1656
0.0002
　 0.5
0.1682
0.054
資料④
野外活動におけるIKR尺度(領域別)
1時
10時
心理的社会的能力
2.503061224
2.566326531
徳育的能力
.580357143
2.623214286
身体的能力
2. 92857143
2.45
4
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資料⑤
四尺度各環雪酌
晒 專前　　　　　体育最終 報
項ヨ 鞠 標輻差　 平均 朧 埴 覇 朧 t値
:rte性 24Q㎜2441㎜ 1　 '"'.v・'Q26447㎜25724137930667㎜ 111:1::・::
/:」 25112413190〔㎜260㎜ 0(鯛 αηQO6倣 ワ24㎜ 071㎜ 「闘029艇71138
明夢性 249暖517困　 　iSi"・ 25窟13期11rY..;00棚4忍251(B鰹06㎜10790ξ91293518
交旋協周 2066172414079 6団Z221鰍C3期0799107707α 2 遡211?24137'908㎜129已Q1㎜餓 260〔㎜ 2731(㎜05414矧770(㎜ 26櫨 Q6㎜ Q3㎜
祖野半断 2351724138Q792晒1325酬C3 50671272241IIIIii1C24413㎜Q741(㎜Q1㎜54鰍 2(㎜ 780∂図≡G924㎜ 06㎜20棚 ≡C60㎜7 25鞭 燗0621225B22
自　 J 24㎜ Q6814鯛251α糊 Q6凋㎜ 00695119咽24〕655172407㎜ 田0132748〔刀2鮪 2468965517Q73㎜ 26㎜ Q臓 42㎜ ∋C晒2531(㎜06㎜ 01㎜灘 25㎜ 一Q5兀【弥鞭26㎜ 05刀 ・:・y/0(619㎜26引3㎜0546桝015㎜5B
思 結り ..;1'jY0694123価　　　 'LItQ612㎜ 1111'1・ 2〔㎜ Q5617241380〔 ㎜64劇 　　・i(B妬07㎜238〔 ㎜078〔6酬Q4㎜ 23㎜034Q73551(D90矧(ンB718蠣 　 i・tlip08㎜ QπB明82ワ60㎜25柵 07㎜ 0α㎜ 2職
里耕按能坐:
一
0理1㎜23517241380 匠51077Q〔 図94227222㎜ク　 ,・.一 「 081764139日Q415i〕5惣4
資料⑥
lRK尺 度 各領域別集約
事前 体育最終 t値 事後 t値
沁理的社会的能力 2.3576354682.5241379314.49557E-122.4600985226.29989E-05
徳育的能力 2.4810344832.6172413791.37073E-072.5724137930.000819618
身体的能力 2.3080459772.427586207.0009052872.3724137930.055932664
5
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